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東北大学の言語・認知科学研究教育のポテンシャル
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東北大学は、６０年代以来、チョムスキー生成文法理論の日本での研究の中心

的な役割を果たしてきた。

東北大学は、６０年代以来、音声認識・自然言語処理研究で日本の代表的な研

究センターであった。

東北大学は、９０年代以降、言語の脳機能、失語症の臨床的研究での指導的な

立場を保ってきた。

東北大学の言語・認知・脳に関する研究は、今日では脳の言語科学として統合さ

れた環境で研究と大学院教育を進める環境にある。

言語学、医学、工学分野で世界的な活動を蓄積した東北大学のグループは、２１

世紀に入り、６０年代以来の指導者らが育成した世代の研究者が活躍しており、

異なる分野の壁を超えた連携を行い、新しい言語科学の創成、世界最高水準の

研究者の育成を目指し、研究教育を行っている
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現在までの共同研究教育体制

●共同教育研究（博士課程学生）

平成1１年度～：言語科学に関する共同教育研究

●共同研究
平成８年度～：音声言語・自然言語処理学に関する共同研究
（ウェブ上での音声言語教育システムの研究）

国際文化研究科

情報科学研究科 医学系研究科・
未来科学技術
共同研究センター

工学研究科

音声言語教育
システム共同研究

生成文
法

認知言
語学

共同教
育研究

認知心理学
共同研究

生成文法共同研究

言語科学と脳機能学共同教育研究

文学研究科
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現在までの共同研究教育体制からの成果の代表例
統語・意味処理に関する脳活動： functional MRI による研究

聴覚的に与えられた文章における文法の誤りを検知している時の脳活動

聴覚的に与えられた文章における意味の誤りを検知している時の脳活動

8th International Conference of Human Brain Mapping (2001.06)にて発表, NeuroImage 投稿中
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東北大学における言語・認知総合科学
研究の蓄積と国際的な研究水準・国際的な連携

１９９０年代：国内海外から東北大学への言語・認知心理研究者の集中

認知言語学： 南カリフォルニア大、ミシガン大、オハイオ州立大、ミュンスター大

言語・記憶・学習の認知心理学： 北海道大、福島医大

計算言語学： シュトゥットガルト大、ATR

世界水準の国際会議の主催

２０００年８月：第１回東アジア認知・機能言語学国際会議（主催者：堀江薫、佐藤滋）

２００２年６月：第８回脳機能イメージング学国際会議（主催者：川島隆太、山鳥重）

世界の研究教育機関との連携

○脳機能学・神経言語学

・スウェーデン：カロリンスカ研究所

・カナダ：マックギル大学

・米国：ＵＣＬＡ

・ドイツ：デュッセルドルフ大学

・キューバ：国立神経科学センター

○理論言語学・認知言語学・言語教育学

・ドイツ：マックスプランク

発達人類学研究所

・米国：ハーバード大学

・米国：コネチカット大学

・韓国：建国大学

・韓国：高麗大学

・ニュージーランド：オークランド大学

・タイ：チュラロンコン大学

○計算言語学・音声言語処理

・ドイツ：ザールラント大学

・米国：ＵＣバークレー

・米国：ワシントン大学



拠点における研究の目標

中間研究目標

言語習得・
運用過程の解明

脳内言語現象
言語機能の病理
の解明

理論

脳機能イメージング
心理学実験
工学シミュレーション

生成文法・
認知言語学

最終研究目標

脳内基盤
による
言語現象の
理解

研究モデル

人間把握の言語科学

未来を開拓する研究領域の創成（教育・医療・ＩＴ）

実験

国際文化研究科

文学研究科

（言語認知・言語生成）

情報科学研究科

（言語機能・認知心理）

医学系研究科

（神経言語）

工学研究科

（マンマシン言語）

未来科学技術

共同研究センター
（脳機能イメージング）

研究教育組織
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研究グループの構成と研究題目

言語理解・記憶に関す
る認知心理学実験

失語症・言語障害に関する
神経言語学的検討

言語現象の脳内表象の
脳機能マッピング

生成文法・認知機能
言語学モデルの構築

ロボット言語・音声対話
によるマンマシン通信

研究題目

国際文化研究科

文学研究科

（言語認知・言語生成）

情報科学研究科

（言語機能・認知心理）

医学系研究科

（神経言語）

工学研究科

（マンマシン言語）

未来科学技術

共同研究センター

（脳機能イメージング）

研究グループ

グループ
リーダー

グループ
リーダー

グループ
リーダー

グループ
リーダー

グループ
リーダー

研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
議
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本拠点の教育体制：人材育成の目標

●新しい学際的課題に先導的に取り組む人材の育成
●文系・理系融合的な研究の訓練を受けた人材の育成

言語学・心理学・工学・医学にまた
がる広く深い学識・多様な価値観

新しい観測技術をいち早く
理解・利用する適応力

未踏分野における研究を遂
行する強い精神力

世界的な研究潮流をリードする英語力

創意工夫・独自の方法を遂行する
チャレンジ精神

国際的に研究活躍の場を
求めるフットワーク
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本拠点の研究教育プログラム

拠点リーダー

（研究教育の統括）

拠点運営委員会

・若手研究者・ポスドク

優秀博士課程学生スカラ
シップ

ローテート研修制度

拠点事務局

事務的支援

研究指導
評価
委員会

外国人
研究員

研究支援

海外研究教育連携拠点

○脳機能学・神経言語学
・スウェーデン：カロリンスカ研究所
・カナダ：マックギル大学
・米国：ＵＣＬＡ
・ドイツ：デュッセルドルフ大学
・キューバ：国立神経科学センター
○理論言語学・認知言語学・言語教育学
・ドイツ：マックスプランク

発達人類学研究所
・米国：ハーバード大学
・米国：コネチカット大学
・韓国：建国大学
・韓国：高麗大学
・ニュージーランド：オークランド大学
・タイ：チュラロンコン大学
○計算言語学・音声言語処理
・ドイツ：ザールラント大学
・米国：ＵＣバークレー
・米国：ワシントン大学

研究者派遣

研究者受入

世界に通用する人材の養成

博士課程入学

学生の選抜

○面接
研究計画書提出、

面接を行い、萌芽

的な研究の遂行能

力を判断、英語で

の面接により、世界

に通じる英語力の

確認

○英語力

TOEFLやTOEICなど

国際的に認知され

た英語能力私見の

スコアを採用
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ローテート研修制度：学際的実地研修

● ローテート研修制度とは：
博士課程１年次に自分の属する研究科以外の３つの研究科での各３ヶ月（計９ヶ月）の他研究科での研究室

配属をして、研究の実地研修を行うこと。

● ローテート研修の趣旨：
これからの若手研究者、学際的研究者にとって、文理融合的な研究の実際の遂行には、本来の研究訓練の

場から離れて、実地に関連分野で研究のための技術の習得、研究カルチャーの感得などが、強く求められる

時代である。いくつかの異分野の研究室を経験するローテート研修制度はそのためのものである。

国際文化研究科

情報科学研究科

工学研究科

医学系研究科・
未来科学技術
共同研究センター

文学研究科



平成１４～１８年度 平成１９年度以降認知言語・生成文法
国際文化研究科

国際文化交流論専攻

国際言語文化論専攻

文学研究科

言語科学専攻

脳機能学・失語症
医学系研究科

障害科学専攻

未来科学技術共同研究センター

言語情報処理学
工学研究科

電気・通信工学専攻

認知心理・生成文法
情報科学研究科

人間社会情報科学専攻

言語・脳・認知
総合科学国際
研究教育

センター

言語・認知総合
科学戦略研究
教育拠点

プログラム

全学的な組織の改組融合を構想し、脳
の言語科学の国際的な研究教育拠点を

継続・発展

研究教育拠点の立ち上げと継続性
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社会的な貢献

人間把握の言語科学

医療

IT(情報技術)

教育

コンピュータ科学（マンマシン通信）

高齢化臨床医学（言語機能障害リハビリ）
コンピュータ科学（福祉ロボット） 言語教育学（外国語習得）

国際化社会

高齢化社会

インターネット網の進展

未来を開拓する研究領域の創成
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